
 
              

習ってません 
 

校長 松 原  修  

 

黒板に字を書いていると、子どもたちに「習ってません」と指摘されることがあります。特に、

高学年を担任していた教員が急に低学年になると、慣れるまでが大変です。低学年の子どもたちは、

習った漢字と習っていない漢字を瞬時に判断することができるのです。 

 

それが「岩」という漢字であれば、上半分は何ていう字？ そう山だよね。じゅあ、下半分は…

と、時間があるときはやってもいいかも知れませんが、習っていない漢字の読み方を考えさせても

あまり意味がありません。「あ、ごめん」と消して、すぐに書き直してしまう方が多いはずです。 

 

では、クイズの場合はどうでしょうか。子どもたちにクイズを出すと２つの反応に分かれます。

「早く答えを教えて～」というグループと、「今考えているから、絶対に答えを言わないで！！」と

いうグループです。クイズの内容にもよりますが、できればじっくり考えてほしいという思いから

待つことが多かったように思います。 

 

先日、５年生の算数の授業を、校内の全教員で参観しました。 

 

この日は、三角形の内角の和が１８０°という既に習ったことを使って、五角形、六角形・・・

百角形の内角の和を求める方法を考えようという授業です。この場合は「習ってません」では困り

ます。四角形の内角の和は、四角形を２つの三角形に分けることで３６０°と求めることができま

した。同じようなやり方で五角形、六角形もできそうだと考える子どもの姿が期待されます。 

 

５分間で、五角形は、いろいろな考え方が出されました。 

 

 

 

 

 

 

 

ここから先は、思い思いのやり方で学習が進みました。実際に、八角形や十角形をかこうとして

苦労している子や、六角形が７２０°、七角形が９００°・・・十角形が１４４０°までやって、

百角形は１４４０×１０かも知れないと考える子もいて、４５分があっという間に感じられるほど

子どもたちは集中して取り組んでいました。 

 

「算数は答えが一つ」とよく言われますが、それは問題の出し方で変わります。知っている解き

方で答えが一つのものばかり反復練習するだけでは、これからの「正解のない時代」を生き抜いて

いくことはできません。仲間と一緒に試行錯誤しながら、よりよい解決方法を追究していくような、

そんな経験ができる学習を、学校では大切にしています。 
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